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近
年
、
「
食
育
」
と
い
う
言
葉
を
目
に
す
る
機
会

が
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
「
食
を

通
じ
た
教
育
」
と
い
う
側
面
が
注
目
さ
れ
が
ち
で

す
が
、
「
食
育
」
と
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

す
べ
て
の
人
た
ち
が
食
を
通
じ
て
心
と
身
体
を
豊
か

に
育
む
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。
武
蔵
野
市
で
は
、

第
４
次
健
康
推
進
計
画
と
、
食
育
推
進
計
画
に
基
づ

き
、「
食
を
通
じ
て
“
い
き
い
き
”
と
暮
ら
す
“
ま
ち
”

武
蔵
野
」
を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
食
を
豊

か
に
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

安
全
に
配
慮
し
て
厳
選
し
た
食
材
の
味
を
生
か
す

手
作
り
調
理
に
こ
だ
わ
っ
た
学
校
給
食
、
地
産
地
消

に
よ
る
顔
の
見
え
る
農
産
物
を
提
供
す
る
市
内
農
業
、

食
文
化
の
多
様
性
に
触
れ
る
友
好
都
市
の
食
、
食
の

自
己
管
理
力
を
高
め
る
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、「
食

を
育
む
」
武
蔵
野
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
知
る
！

学
ぶ
！

実
践
す
る
！

食
を
通
じ
て

食
を
通
じ
て  

““
い
き
い
き

い
き
い
き
””
と
暮
ら
す
　

と
暮
ら
す
　

　　    

武
蔵
野
市
の
食
育

武
蔵
野
市
の
食
育
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食をもっと豊かに！

武蔵野市の食育への取り組み
地元の農産物から全国の友好都市の食、みんなで作れるレシピまで、

武蔵野市の多様な食育への取り組みを紹介します。

食
に
関
す
る

多
彩
な
講
座
を
開
催

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
食
に
関
す

る
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
自

己
管
理
）
力
の
向
上
を
お
手
伝
い
す

る
た
め
に
、
食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
ご
み
減
量
啓
発
事
業
の
一
環
と

し
て
、
食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
た
め

の
調
理
の
工
夫
や
レ
シ
ピ
を
紹
介
す

る
「
３
Ｒ
環
境
講
座
」
、
料
理
の
楽

し
さ
を
伝
え
る
「
市
民
会
館
料
理
講

座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食

の
安
全
を
考
え
る
「
消
費
者
ス
ク
ー

ル
」
や
、
加
工
食
品
と
手
作
り
の
食

べ
物
を
考
え
る
「
夏
休
み
親
子
教

室
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
会
食
や
試
食
は
で
き

な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
工
夫

し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

「３R 環境講座」はオンラインで

開催

学ぶ

市
内
の
食
を
知
る

　

江
戸
期
の
新
田
開
発
な

ど
を
経
て
、
か
つ
て
は
多

く
の
農
地
が
広
が
っ
て
い

た
武
蔵
野
市
域
に
は
、
今
も
畑

が
残
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

生
産
者
が
季
節
に
応
じ
て
多
彩

な
農
産
物
を
育
て
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
食
材
の
安
全
性
の
観

点
か
ら
も
、
地
元
で
つ
く
ら
れ

た
物
を
地
元
で
消
費
す
る
「
地

産
地
消
」
の
考
え
方
が
浸
透
し

つ
つ
あ
り
、
「
顔
の
見
え
る
農

産
物
」
を
口
に
し
た
い
と
考
え

る
消
費
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

毎
年
、
農
産
物
品
評
会
と
直
売

会
を
実
施
し
、
生
産
者
と
消
費

者
の
交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す

（
今
年
度
の
農
産
物
品
評
会
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
中
止
）
。

　

ま
た
、
武
蔵
野
市
で
は
「
こ

う
の
と
り
ベ
ジ
タ
ブ
ル
事
業
」

と
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し

た
家
庭
に
「
野
菜
等
引
換
券
」

を
配
付
し
て
い
ま
す
。
出
産
を

機
に
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
の
味

に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
食
育
と

地
産
地
消
を
推
進
す
る
事
業
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令和３年度夏野菜品評会の様子 市内の農地の様子

友
好
都
市
の
食
を
知
る

　

武
蔵
野
市
に
は
、
全
国
に
９

つ
の
友
好
都
市
（
岩
手
県
遠
野

市
、
山
形
県
酒
田
市
、
新
潟
県

長
岡
市
、
富
山
県
南
砺
市
、
長

野
県
安
曇
野
市
、
長
野
県
川
上

村
、
千
葉
県
南
房
総
市
、
鳥
取

県
岩
美
町
、
広
島
県
大
崎
上
島

町
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
地

方
な
ら
で
は
の
食
文
化
を
知

り
、
実
際
に
食
べ
て
み
る
こ
と

で
、
食
の
多
様
性
に
触
れ
な
が

ら
、
都
市
と
地
方
、
生
産
者
と

消
費
者
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
各

友
好
都
市
の
特
産
品
は
、
武
蔵

野
市
・
友
好
都
市
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
麦
わ
ら
帽
子
」
で

購
入
で
き
ま
す
。

アンテナショップ「麦わら帽子」

知る

野菜等引換券

見本

※ 3R（スリーアール）とは、リデュース（Reduce）、リユース（Reuse）、リサイクル（Recycle）の３つのＲ（アール）の総称です。
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む
さ
し
の
食
育
フ
ェ
ス
タ

　

武
蔵
野
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
栄

養
や
女
性
の
健
康
と
食
、
ア
ウ
ト

ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
、
健
康
的
で
お

い
し
い
和
食
の
作
り
方
、
楽
し
い

ク
イ
ズ
な
ど
、
食
に
関
す
る
多
彩

な
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
た
イ
ベ
ン

ト
「
む
さ
し
の
食
育
フ
ェ
ス
タ
」

を
ウ
ェ
ブ
開
催
し
ま
す
。
自
宅
な

ど
で
、
専
門
家
の
お
話
を
じ
っ
く

り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

ブロッコリーの茎の豚肉巻きチーズスティックパン 豆腐ハンバーグ のり揚げくん

武
蔵
野
市

公
式
レ
シ
ピ

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
自

炊
を
す
る
人
が
増
え
る

中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

レ
シ
ピ
を
検
索
す
る
機
会

も
増
え
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
武
蔵
野
市
で

は
、
人
気
の
料
理
レ
シ
ピ
サ
ー

ビ
ス
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
で
市

公
式
の
レ
シ
ピ
を
公
開
し
て
い

ま
す
。
市
内
の
保
育
園
や
小
・

中
学
校
の
献
立
を
再
現
し
た
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
、
親
子
で
作
れ
る

レ
シ
ピ
が
人
気
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
向
け
に
は
、

市
の
協
力
栄
養
士
「
高
齢
者
食

事
学
研
究
会
」
が
考
案
し
た

「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
レ
シ
ピ
」

を
隔
月
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

栄
養
に
関
す
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ス
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
支
援
課
、
各
市
政

セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布

し
て
い

ま
す
。

実践する

クックパッドの

レシピページ

「おいしく元気アップ！ 教室」の様子 保育園での食育の様子

営
む
力
を
育
て
る
こ
と
」
を
目

標
に
こ
だ
わ
り
の
給
食
を
提
供

し
、
０
１
２
３
施
設
で
は
、
毎

月
１
回
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る

「
食
・
な
ん
で
も
相
談
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
し
た
、
今
の
食
生
活
を
よ

り
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
も
の

に
す
る
た
め
の
「
お
い
し
く
元

気
ア
ッ
プ
！
教
室
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
管
理
栄
養

士
が
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
の

た
め
に
行
う
「
食
事
相
談
」
や
、

１
日
の
食
事
の
写
真
と
献
立
を

メ
ー
ル
で
送
る
と
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
分
析
と
管
理
栄
養
士
の
食

事
ア
ド
バ
イ
ス
が
届
く
「
食
事

ハ
ー
ト
診
断
」
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

健
康
な
身
体
作
り
や

食
事
相
談
な
ど
の

取
り
組
み

　

武
蔵
野
市
で
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
「
食
」

へ
の
意
識
を
高
め
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
食
育

の
取
り
組
み
と
し
て
、
保
育

園
や
こ
ど
も
園
で
は
、
「
食
を

そのほか

「食を育む。むさし

の」のページでは、

武蔵野市の食に関す

る取り組みを紹介し

ています

食育フェスタ

ロゴマーク
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学校給食の 4 つの指針

1  献立作成

食への理解、望ましい食習慣

づくり、食文化の伝承、栄養

バランスへの配慮

2 食材選定

安全性と鮮度を重視した食材

の選定、地産地消の推進

3  給食調理

衛生管理基準に従った調理、 

素材からの手作り調理

4  安全性の確保

安全・衛生管理の徹底、独自

の検査体制

栄
養
士
に
よ
る

栄
養
指
導
や

調
理
員
の
ク
ラ
ス
訪
問
も

　

武
蔵
野
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
食
事
の
正
し
い
知
識
と
、
食
文

化
や
食
材
の
生
産
・
消
費
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
栄
養
士
が
給
食
の
時
間

に
小
学
校
の
ク
ラ
ス
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
給
食
や
食
に
対

す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め

に
、
調
理
員
が
給
食
時
間
に
小
学

校
１
年
生
の
ク
ラ
ス
を
訪
問
し
、

給
食
作
り
の
こ
だ
わ
り
や
調
理
の

過
程
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

クラス訪問の様子

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
に
は
中
学
校
給

食
が
全
校
で
実
施
さ
れ
た
の
を

機
に
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
給
食

の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
給
食
を

「
食
の
教
育
」
と
位
置
付
け
た

「
武
蔵
野
市
給
食
・
食
育
振
興

財
団
」
が
市
の
出
資
団
体
と
し

て
設
立
さ
れ
、
現
在
は
同
財
団

に
よ
る
給
食
調
理
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

武
蔵
野
市
の
学
校
給
食
は
、

「
安
全
に
配
慮
し
た
食
材
の
厳

選
」
「
食
材
本
来
の
味
を
大
切

に
す
る
手
作
り
調
理
」
「
食
文

化
を
伝
え
る
和
食
中
心
の
献

立
」
な
ど
を
特
色
と
し
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
だ
わ
り
に
よ
っ
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

市
独
自
の
取
り
組
み
は
高
く
評

価
さ
れ
、
平
成
19
年
度
に
は
文

部
科
学
大
臣
か
ら
「
学
校
給
食

文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
授
与

【武蔵野市の学校給食】
「炒り卵」

【武蔵野市の学校給食】
「麺を焼く」

【武蔵野市の学校給食】
「配缶・配送」

ほかにもさまざ

まな動画を公開

しています

給食ができるまでを動画で紹介しています！

【武蔵野市の学校給食】
「スープ」

【武蔵野市の学校給食】
「身支度」

【武蔵野市の学校給食】
「野菜切り 1」

【武蔵野市の学校給食】
「野菜切り 2」

学
校
給
食
へ
の

思
い
と
こ
だ
わ
り
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武
蔵
野
市
の
学
校
給
食
は
、
共
同
調
理
方
式
（
北
町
調
理
場
、
桜

堤
調
理
場
）
や
学
校
単
独
方
式
（
第
五
小
学
校
、
境
南
小
学
校
、
桜

野
小
学
校
）
、
親
子
調
理
方
式
（
本
宿
小
学
校
）
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
元
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

桜堤調理場の外観

市内にある共同調理方式の調理場

　

昭
和
42
年
に
開
設
さ
れ
、
長

い
間
市
立
小
・
中
学
校
の
共
同

調
理
場
と
し
て
稼
働
し
て
き
た

桜
堤
調
理
場
。
施
設
の
高
経
年

化
と
市
内
の
児
童
・
生
徒
数
の

増
加
に
対
応
す
べ
く
建
て
替
え

工
事
を
実
施
し
、
令
和
３
年
８

月
に
新
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

　

調
理
場
は
最
新
の
学
校
給
食

衛
生
管
理
基
準
に
基
づ
い
て
設

計
さ
れ
、
こ
の
基
準
に
対
応
し

た
機
器
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
衛
生
・
安
全

管
理
を
徹
底
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
調
理
過
程
を
見
学
で
き

る
見
学
者
ホ
ー
ル
や
給
食
に
関

す
る
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
に
使
用

す
る
「
地
域
食
育
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
も
設
け
、
食
育
の
推
進
と

情
報
発
信
の
役
割
も
担
い
ま
す
。

新
し
い
桜
堤
調
理
場
が

稼
働
開
始
！

学
校
給
食
を
支
え
る

そ
れ
ぞ
れ
の
調
理
場

新しい調理場でのこだわり

　新しい桜堤調理場の建設にあたり大切にし

たのは、今までに武蔵野市の給食調理で培っ

てきた伝統を引き継いで発展させていくとい

う思いです。「献立作成」「食材選定」「給食

調理」「安全性の確保」という指針は、今ま

でも工夫を重ねて実施してきましたが、施設

整備が整うことでさらに高いレベルを目指す

ことができます。

　例えば、子どもたちが食べる食材がどこか

ら来ているのかをしっかりと確認し、安全・

安心でおいしい給食を提供したいという思い

から、武蔵野市の給食で提供されるメニュー

は食材から手作りで調理するというこだわり

があります。この伝統を守り発展させていく

ために、新しい桜堤調理場では「手作りコー

ナー」という広い調理ス

ペースを確保しました。

　これだけでなく、さま

ざまな工夫がちりばめら

れている新しい調理場を

使いこなして、子どもた

ちの笑顔あふれる給食を

提供していきたいと思っ

ています。

武蔵野市給食・
食育振興財団
桜堤調理場

戸田喜久雄さん

吉祥寺駅
武蔵境駅 三鷹駅

桜堤調理場 北町調理場

住所：桜堤 1-7-23

住所：

吉祥寺北町 4-11-30
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新しい桜堤調理場は、安心・安全でおいしい給食をこれからも提供するために、

国際的な衛生管理の手法・HACCP（ハサップ）の考え方に基づく施設として

建設されました。細菌の繁殖を防止するため、床に水が落ちない構造の設備や

器具を使用し、常に床が乾いた状態で作業ができるドライシステムを全面に採用。

食材の一方通行によるワンウェイ動線の調理、調理員と来場者の動線分離

などを行い、徹底した衛生管理で安心安全な給食調理を行っています。

下処理
武蔵野市の給食では市内産野

菜を積極的に取り入れていま

す。野菜は泥付きのまま、当

日収穫したものが納品される

ことも多く、専用の泥落とし

室で泥を落としてから洗浄工

程へ進みます。下処理した野

菜は、専用の三槽シンクです

すぎ、汚れや菌などを落とし

てから上処理（切裁や加熱の

工程）へ。食材はすべて一方

通行で調理場内を進みます。

煮炊き
調理室
下処理された野菜などは煮炊

き調理室で上処理（切裁や加

熱の工程）を行います。煮

る・炒めるなどの工程を一

気に行うことができる、容量

400ℓの蒸気式回転釜を 11

基備え付けています。

スチームコンベクション
オーブンと
揚げ物用の回転釜
手作りコーナーの隣には、揚げ物用の回転

釜と、焼く・蒸す・煮る・炒めるなど、さ

まざまな調理が行えるスチームコンベク

ションオーブンを４台設置。これは、レス

トランやホテルの厨
ちゅうぼう

房でも使用される大量

調理に欠かせない調理器具です。揚げ物用

の回転釜は熱源にプロパンガスを導入して

おり、ほかの調理機（都市ガス、電気）と

は熱源を分散しています。桜堤調理場は災

害時の炊き出し支援を行うことができるよ

うに整備されており、都市ガスや電気の供

給が断たれても、プロパンガス庫から供給

されるガスで調理が可能です。

食材の荷受け
食材を受け入れる入り口は、「野

菜類」と「肉魚類」を荷受けす

る部屋に分けられています。下

処理の間に食材・調理器具など

が交差して食材汚染を発生させ

ないように動線を分離すること

で、高い衛生管理を保つことが

できます。納品事業者が立ち入

れるエリアはここまでです。食材の荷受けの様子

果物上処理室
武蔵野市の給食では果物の提供にも

力を入れています。提携農家と協力

して旬の果物をできるだけ多く子ど

もたちに食べてもらえるよう努めて

います。

煮炊き調理室の様子

炊飯用の回転釜 下処理の様子

調理場の床面を青、緑、赤な

どに色分けして、それぞれの

作業区域を明確にしています
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新しい桜堤調理場の
内部を大公開！

炊飯
武蔵野市の給食で使用しているお米は、

顔の見える各地の生産者から仕入れる

無農薬米や特別栽培米。多くの給食セ

ンターで採用されている自動炊飯シス

テムでは毎回お米の種類を変えたり具

材を一緒に炊き込むことが困難なため、

従来どおり回転釜で炊飯を行うシステ

ムを採用しています。

果物上処理室の様子

アレルギー対応
調理室
アレルゲンの混入を防止するため、

アレルギー対応専用の調理室を設置

しています。武蔵野市では乳・卵の

除去食を提供していますが、調理や

専用容器に 1 人前ずつ配缶する一

連の作業を専用室で行うことでアレ

ルゲンの混入を防止します。

各学校に配送
各室で調理した給食は、専用の食

缶・コンテナに収納されて各学校に

配送されます。給食用コンテナを配

送するトラックは、隙間がないよう

入り口に接続するドックシェルター

方式を採用。場内の騒音・臭気が外

に漏れるのを防ぎ、同時に外部から

虫などの侵入を防ぎます。

食器・食缶類の
洗浄・保管
各学校から回収された食器・食缶類

は、回収専用の入り口から回収され、

調理室と動線を交わらせることなく

全自動食洗器で洗浄されます。洗浄

された食器・食缶類は加熱式の消毒

保管庫で保管されます。

トラックで各学校に配送

アレルギー対応調理室の様子

食器・食缶類の洗浄・保管の様子

揚げ物用の回転釜（上）とスチームコンベクション

オーブン（下）

災害時でも調理が可能です！

問い合わせ先／給食全般…教育支援課（Tel. 0422-60-1901）、桜堤調理場について…桜堤調理場（Tel. 0422-53-2230）

〈桜堤調理場 基本情報〉

［所在地］桜堤 1-7-23

［建物概要］地上３階、延床面積 4343㎡

［給食提供校］ 第一中学校、第二中学校、第三中学校、第四中学校、 

第五中学校、第六中学校、千川小学校、関前南小学校

［提供する給食数］2852 食（令和３年８月現在）


